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1．紫外線の功罪
　紫外線（UV）は，波長により UVA（400–315 

nm）， UVB（315–280 nm） そ し て UVC（<280 

nm）に分類される。このうち，UVA と UVB は，

オゾン層を通過して地表に到達するが，UVC

は，途中で吸収されてしまうため，極僅かしか

地上には到達しない。適度な UV は，滅菌や感

染予防 1），ビタミン生合成 2）や代謝促進など

の有益な効果を生むが，過剰の UV 照射は，表

皮で吸収され，反応性酸素種（ROS）を発生さ

せ，種々の皮膚疾患を誘発する 3）。グアニンは，
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DNA の塩基の中では最も酸化を受けやすく，

UV 照射により酸化されて，7, 8- ジヒドロ -8-

オキソグアニンを形成する。この物質が DNA

中に形成されると，トランスバ―ションが起こ

り，本来であるならばシトシンと対合すべきと

ころを，アデニンとも対合できるようになり，

突然変異を起こす原因となる 4, 5）。健康な人で

あるなら，誤った塩基を除去するシステムが働

き，間違った塩基を除去して突然変異を防止で

きる。しかし，高齢者や，不健康な人は，この

間違った塩基を除去できず，突然変異を誘発し
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Prominent UV protective effect of Sasahealth, 
an alkaline extract of Sasa senanensis Rehder leaves

要約
　濃度未知の被験物質の紫外線防護効果を簡便に測定できる方法を開発した。この方法を用いることに

より，クマザサ葉アルカリ抽出液（ササヘルス）が、低分子ポリフェノール類，漢方製剤・構成生薬、

茶葉抽出物よりも 1〜 2桁高い抗UV活性を示すことが明らかになった。ササヘルスの抗UV活性は

ビタミンCの添加により増強された。ササヘルスの抗UV活性は，UV吸収活性から予想される数値

よりも数倍高かった。ササヘルスの化粧品産業への応用によるQOLの改善が期待される。

SUMMARY
　We have established a simple method for the determination of UV-protective activity of any sample 
that contains unknown amount of dried materials.  Using this method, we have demonstrated that 
alkaline extract of Sasa senanensis Rehder leaves (SE) showed one or two-orders higher anti-UV 
activity as compared with lower molecular polyphenols, hot-water extracts of Kampo medicines and 
tea leaves. Addition of vitamin C enhanced the anti-UV activity of SE. Anti-UV activity of SE was 
several fold higher than that expected from the UV-absorbing activity.  Application of SE to cosmetics 
industry is expected to improve the quality of life (QOL).

解　説
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てしまう。癌が発生する可能性もある。UV 照

射により発生したヒドロキシルラジカルが，グ

アニンに作用すると 7, 8- ジヒドロ -8- オキソグ

アニンを形成させる 6）。したがって，ラジカル

消去物質が紫外線防護物質の候補になることが

容易に想像される。しかしながら，いくら UV

防護効果がある物質でも，細胞傷害効果があっ

ては使用できない。これまでの研究者は，抗

UV 活性の評価において，薬理活性と細胞毒性

の両方を取り入れた化学療法係数（安全域）を

用いてこなかった。

2．紫外線保護活性の測定系の確立
　我々は，紫外線照射により誘導されるダメー

ジから細胞を保護する活性（以下，抗 UV 活性

という）を測定する系を確立した（図 1）。本

来ならば，UVC を使用せず，地表に最も多量

に到達する UVA を用いるのが妥当である。し

かし，車の排ガスとして放出される一酸化炭素
7），ハロゲン化ガス 8），窒素酸化物 9）は成層圏

のオゾン層を枯渇させるので，僅かではあるが，

UVC が地表に到達してしまう。さらに，UVA

と UVB は，50% 細胞傷害濃度（CC50）の定量

化に必要な細胞傷害効果を誘発できないので
10），細胞傷害作用を強く誘導する UV-C を用い

ることにした。

　抗 UV 活性の定量化には，付着細胞を用い

ているが，これは，培養液の交換を迅速に行

うためである。標的細胞としては，UV 感受性

の高いヒト口腔扁平上皮癌細胞（HSC-2，Ca9-

22），ヒト不死化表皮角化細胞（ケラチノサイ

ト）（HaCaT）やヒト線維肉腫細胞（HT1080）

などを使用している。細胞をトリプシン溶液で

剥がし，96- プレートに播種し，2 日間培養し

て，プレートの 1/2 ～ 2/3 程度細胞が被われて

いる程度（near confluent な状態）まで細胞を増

やす。UV 吸収物質を含む培養液を完全に除去

し，リン酸緩衝液（PBS（-））に置換する。種々

の濃度のサンプルを添加し，20.5 cm の高さか

ら，1 分間 UV を照射する（照射量 0.788 ± 0.042 

mW/cm2，細胞到達量 0.093 ± 0.012 mW/cm2）。

PBS を除き，通常培地（DMEM+10% FBS）に

置換して，48 時間培養し，生細胞数を MTT 法

で測定する（図 1）。

　50% 細胞傷害濃度（CC50）は，未照射細胞

に種々の濃度のサンプルを添加し，濃度依存性

曲線より求める（図 2A の白丸）。UV 照射を行

うと，細胞はダメージを受け，生存率は，未

照射細胞の約 0 ～ 20% まで低下する。しかし，

UV 照射直前に抗 UV 活性のある物質（例えば，

ササヘルスなど）を添加すると，生存率が濃度

依存的に上昇し，未照射レベルに復帰する（図

2A の黒丸）。50% 有効濃度（EC50）は，未照射

レベルの 50% に復帰させるのに必要な濃度と

する。CC50 値を EC50 値で割ることにより SI 値

を求めることができる（SI=33.2%/0.51%=65.5）

（図 2A）11）。これに対して，レスベラトロールは，

CC50 の値は求められるが，抗 UV 活性が低く，

図 1　抗 UV 活性の測定法
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EC50 の値が求められない。その場合は，最大

濃度（40 mM）でも EC50 の値が 50% に到達し

ないので，EC50>40 mM とする。これより，SI

値は 0.66 mM/（>4 mM）=<0.02 と計算される（図

2B）。SI 値には単位がないので，我々が開発し

た方法の利点は，たとえ，サンプルの濃度が解

らなくても，SI 値を求めることができること

である。

3．抗 UV物質の探索
（1）リグニン配糖体

　天然界に存在するポリフェノールは，リグニ

ン配糖体，タンニン，フラボノイド類の 3 つに

大別される。その中で，リグニン配糖体は，最

大級の抗 UV 活性を示す（SI=25.6 ～ 41.9）12）（グ

ループ A，表 1）。リグニン配糖体の抗 UV 活

性は，ビタミン C の抗 UV 活性とほぼ等価で

あり（SI=42.4），レスベラトロールよりはるか

に強かった（SI<0.02）（図 2B）。

（2）化学修飾されたグルカン
　ラミナリン（海藻やキノコに含まれる β-1,3-

グルカン），プルラン（グルコース 3 分子が

α-1,4 結合したマルトトリオースが α-1,6 結合で

繋がったグルカン），デキストラン（α-1,6 グリ

コシド結合を多く含むグルカン），パラミロン

（ミドリムシ由来水不溶性 β-1,3- グルカン）を

化学修飾して水溶性グルカンを合成した。N,N-

ジメチルアミノエチル（DMAE）- ラミナリ

ン，DMAE- プルラン，DMAE- デキストラン，

DMAE- パラミロン，パラミロン硫酸は抗 UV

活性を示さなかった（SI<1）12）（グループ B，

表 1）。

（3）低分子性ポリフェノール
　レスべラトロールは，酵母，線虫などで寿

命延長作用が報告されているスチルベノイド

であるが，抗 UV 活性は低かった。同様に，緑

茶主成分であるエピガロカテキン 3- ガレート

（SI=7.7），タンニンの基本骨格である没食子酸

（SI=5.4）の抗 UV 活性は弱かった 13）。ルテオ

リン配糖体は，若干の活性を示した（SI=2.7 ～

7.9）14）（グループ C，表 1）。

（4）抗酸化剤
　バニリンとアスコルビン酸ナトリウム（ビタ

ミン C）は，強い抗 UV 活性を示した（SI=63.8, 

42.4）。他方，クルクミン，Ar- ツルメロン，N-

アセチル -L- システイン，カタラーゼ（過酸化

水素を分解する酵素）は抗 UV 活性を示さな

かった（SI<1）13）（グループ D，表 1）。この結

果は，スーパーオキシドジスムターゼ（スーパー

オキシドアニオンラジカルを消去する酵素）お

よびカタラーゼは，UV 誘発性の細胞死に対す

る保護効果を示さないという，Passi らの論文

を支持する 6）。

図 2　ササへルス（A）およびレスベラトロール（B）の抗 UV 活性の定量化 11）

細胞としては，不死化したヒト表皮角化細胞株 HaCaT を用いた。各点は，3 群のサンプルの平均値± S.D. を示す。
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原材料 （n= 例数） 標的細胞 抗 UV 活性 （SI） 引用文献
グループ A 松かさ抽出物  （n=3） HCS-2 33.4 ± 7.4 （24.8 ～ 38.1） 12
リグニン配糖体 松の実の殻抽出物 25.6

シイタケ菌糸体熱水抽出液 41.9
クマザサ葉アルカリ抽出液（SE） 38.5
アルカリリグニン（市販） >61.5

グループ B DMAE- ラミナリン HSC-2 <1 12
化学修飾グルカン DMAE- プルラン <1

DMAE- デキストラン <1
パラミロン硫酸 <1

グループ C レスベラトロール Ca9-22 <1 11
低分子ポリフェノール HaCaT <0.02

HT1080 <0.01
エピガロカテキンガレート HSC-2 7.7 13
没食子酸 5.4
ルテオリン 6-C-β-D- グルコシド >7.9 14
ルテオリン 7-O-β-D- グルコシド >6.0
ルテオリン 6-C-α-D- グルコシド >6.2
トリシン >2.7

グループ D バニリン HSC-2 63.8 12
抗酸化剤 アスコルビン酸ナトリウム HSC-2 42.4 13

クルクミン <1
Ar- ツルメロン <1
N- アセチル -L- システイン <1
カタラーゼ <1

グループ E アズレン関連化合物 （n=5） HSC-2 <1 15
合成有機化合物 トロポロン関連化合物 （n=11） HSC-2 <1 16

2- アミノトロポロン類 （n=20） HSC-2 3.5 ± 1.6 （0.1 ～ 5.6） 17
水溶性アズレン類 （n=8） HSC-2 35.5 ± 21.6 （4.5 ～ 65.6） 18

グループ F
植物のメタノール抽出液 スズラン HSC-2 <1 19
グループ G クマザサ葉 HSC-2 19.5 22
植物のアルカリ抽出液 HaCaT 65.5 11

HT1080 51.9
緑茶葉 HSC-2 >10.4 22
ウーロン茶葉 >7.4
オレンジフラワー >4.0

グループ H 緑茶葉 HSC-2 3.4 13
植物の熱水抽出物 紅茶葉 <1

ジャスミン茶葉 <1
コーヒー 9.6
ウーロン茶葉 （ペットボトル） <1
緑茶葉（ペットボトル） 1.6
黄杞葉 （ペットボトル） <1
麦茶（ペットボトル） <1

グループ I 漢方製剤 （n=10） HSC-2 2.4 ± 1.8 （1 ～ 4.9） 23
漢方 構成生薬抽出物（n=25） 1.4 ± 1.6 （1 ～ 8）

漢方製剤 （n=10） HaCaT 15.6 ± 11.1 （4.4 ～ 34.8） 24
構成生薬抽出物（n=25） 10.6 ± 9.3 （0.1 ～ 38.0）

表 1　天然物および合成有機化合物の抗 UV 活性
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（5）有機合成化合物
　ほとんどのアズレン類，トロポロン類は

水溶性が低いため抗 UV 活性を示さなかった

（SI<1）15, 16）。 20 種類の 2- アミノトロポン類

は弱い抗 UV 活性を示した（SI=0.1 ～ 5.6）17）。

そこで，9 種類の水溶性化したアズレン誘導体

を合成したところ，予想通り高い抗 UV 活性を

示した（SI=4.5 ～ 65.6）18）（グループ E，表 1）。

（6）植物のメタノール抽出液
　スズランのメタノール抽出物を，n- ヘキサン，

酢酸エチル，n- ブタノールで順次，分配抽出

を行った。これらの画分および水層は，強い細

胞傷害活性を示し，いずれも抗 UV 活性を示さ

なかった（SI<1）19）（グループ F，表 1）。

（7）植物のアルカリ抽出液
　 ク マ イ ザ サ の 葉 の ア ル カ リ 抽 出 液

（SI=19.5=65.5）は，シイタケ菌糸体熱水抽出液

（LCC）（SI=41.9）とほぼ同等の抗 UV 活性を

示した 14, 20, 21）。同様に，緑茶，ウーロン茶の葉，

オレンジフラワーのアルカリ抽出液も，若干の

抗 UV 活性を示した（SI=4.0 ～ 10.4）22）（グルー

プ G，表 1）

（8）植物の熱水抽出物
　緑茶葉（SI=1.6 ～ 3.4）, 紅茶葉（SI<1）, ジャ

スミン茶葉（SI<1）, 黄杞葉（SI<1），麦茶（SI<1）

の抗 UV 活性は弱かった。同様に，ペットボ

トル茶の抗 UV 活性も低かった（SI=1 ～ 1.6）。

しかし，コーヒーの熱水抽出液は比較的高い

抗 UV 活性を示した（SI=9.6）12）（グループ H，

表 1）。

（9）漢方
　加藤らは，10 種の漢方製剤（白虎加人参

湯，半夏瀉心湯，補中益気湯，十全大補湯，

桔梗湯，人参養栄湯，立効散，柴苓湯，小柴

胡湯，温清飲）（S=1 ～ 4.9），そして 25 種の

構成生薬（沢瀉，細辛，黄耆，蒼朮，柴胡，

升麻，桂皮，川芎，黄連，山梔子，生姜，人

参，甘草，当帰，竜胆，大棗，芍薬，黄柏，

半夏，桔梗根，猪苓，茯苓，地黄，防風，黄苓）

（SI=1 ～ 8）の抗 UV 活性はいずれも弱いこ

とを報告している 23）。これらの漢方製剤およ

び構成生薬の抗 UV 活性は，HSC-2 細胞より

も HaCaT 細胞を使用した方が高感度で計測

される（R2=0.9118）24）。

4．ササヘルスの卓越した抗UV活性
　ササヘルスやリグニン配糖体が卓越した抗

UV 活性を示すのは，アルカリ溶液を抽出時に

使用しているためであった。次に，ササヘルス

の高い抗 UV 活性は，ただ高い UV 吸収活性を

反映しているだけではないか，という可能性に

ついて検討した。その結果，ササヘルスは，漢

方製剤あるいは低分子ポリフェノールと比較し

て，UV 吸収活性から予測される抗 UV 活性よ

りも数倍高い抗 UV 活性を示すことが判明し，

この可能性は否定された（図 3）。

　ササヘルスの高い抗 UV 活性は，ササヘルス

自身の抗 UV 吸収活性だけでは説明されず，そ

れ以外の要因の関与が考えられた。我々は，細

胞をササヘルスで細胞を前処理しても，UV 抵

抗性を賦与させることはできなかった（data 

not shown）。ササヘルスによる UV 耐性機構，

細胞保護機構の解明には，更なる研究が必要で

ある。

5．抗 UV製品の開発
　クマザサ葉由来の製品には，純粋にクマイ

ザサ葉のみを原料としたササヘルス（製品 A），

リグニン配糖体を除いた製品 B，朝鮮人参，赤

松葉抽出液を添加した製品 C の 3 点が OTC と

して入手できる。抗 UV 活性の強さは，製品 A

（SI=18.4 ～ 21.1）> 製品 C（SI=12,4 ～ 12.6）> 

製品 B（SI=3.7 ～ 5.1）の順であった（図 4）。

製品 A から，リグニン配糖体を除くと抗 UV

活性が低下し，植物抽出液を添加しても抗 UV

活性は上昇しないことから，抗 UV 活性の発現

にはリグニン配糖体の存在が必要であることが

示唆された 25）（図 4）。ササヘルスは，p- クマ

ル酸などのリグニン前駆体（フェニルプロパノ
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イド）の単量体や重合体を多量に含有する。p-

クマル酸には，抗 UV 活性が検出されないの

で，ササヘルスの卓越した抗 UV 活性の本体は，

フェニルプロパノイドの重合体，あるいはリグ

ニン配糖体である可能性が示唆された。これは，

他の植物種から得られたリグニン配糖体が高い

抗 UV 活性を示すことからも支持される 13）。p-

クマル酸は細胞内に取り込まれることを確認し

ているので（投稿準備中），細胞内で何らかの

生物作用を発揮している可能性については今後

の検討課題である。

　ササヘルスが卓越した抗ウイルス活性 26, 27），

口臭抑制作用 28），扁平苔癬異形成症抑制作用
29），破骨細胞分化抑制作用 29）などを示すこと

から，各種口腔疾患治療薬の開発の一環とし

て，歯磨剤を上市してきた 30, 31）。ササヘルスは，

ビタミン C との相乗的に抗 UV 活性を示すの

で 21），化粧品への応用が期待される。

図 3　抗 UV 活性と UV 吸収活性との相関
（A）ササヘルス（●）は，本文に記載されてある 10 種の漢方製剤 +25 種の構成生薬（〇）よりも高い抗 UV 活性を示す。

（B）ササヘルス（●）は，低分子ポリフェノール類（クルクミン，レスベラトロール，バニリン，p- クマル酸，タン

ニン酸，アスコルビン酸ナトリウム塩，エピガロカテキンガレート，クロロゲン酸）（〇）よりも高い抗 UV 活性を示

す。HSC-2 細胞を用いた。

図 4　ササヘルスの卓越した抗 UV 活性と化粧品への応用 11)



New Food Industry（New Food Indust.） 2017  Vol.59  No.1   61

Prominent UV protective effect of Sasahealth, an alkaline extract of Sasa senanensis Rehder leaves

1．Piluso LG and Moffatt-Smith C: Disinfection using ultraviolet radiation as an antimicrobial agent: a review and 

synthesis of mechanisms and concerns. PDA J Pharm Sci Technol 60 (1): 1-16, 2006.

2．Barysch MJ, Hofbauer GF and Dummer R: Vitamin D, ultraviolet exposure, and skin cancer in the elderly. 

Gerontology 56 (4): 410-413, 2010.

3．Ridley AJ, Whiteside JR, McMillan TJ and Allinson SL: Cellular and sub-cellular responses to UVA in relation to 

carcinogenesis. Int J Radiat Biol 85 (3): 177-195, 2009.

4．Cadet J, Berger M, Douki T, Morin B, Raoul S, Ravanat JL and Spinelli S: Effects of UV and visible radiation on 

DNA-final base damage. Biol Chem 378 (11): 1275-1286, 1997.

5．van Loon B, Markkanen E and Hubscher U: Oxygen as a friend and enemy: How to combat the mutational 

potential of 8-oxo-guanine. DNA repair (Amst) 9 (6): 604-616, 2010.

6．Passi S, Picardo M, Zompetta C, De Luca C, Breathnach A S and Nazzaro-Porro M: The oxyradical-scavenging 

activity of azelaic acid in biological systems. Free Radic Res Commun 15 (1): 17-28, 1991.

7．Papapostolou V, Lawrence JE, Diaz EA, Wolfson JM, Ferguson ST, Long MS, Godleski JJ and Koutrakis P: 

Laboratory evaluation of a prototype photochemical chamber designed to investigate the health effects of fresh 

and aged vehicular exhaust emissions. Inhal Toxicol 23(8): 495-505, 2011.

8．Maione M, Giostra U, Arduini J, Furlani F, Graziosi F, Lo Vullo E and Bonasoni P: Ten years of continuous 

observations of stratospheric ozone depleting gases at Monte Cimone (Italy) – comments on the effectiveness of 

the Montreal Protocol from a regional perspective. Sci Total Environ 445-446: 155-164, 2013. 

9．Portmann RW, Daniel JS and Ravishankara AR: Stratospheric ozone depletion due to nitrous oxide: influences of 

other gases. Philos Trans R Soc Lond B Biol Sci 367(1593): 1256-1264, 2012.

10．Myakishev-Rempel M, Kuper J, Mintz B, Hutchinson S, Voris J, Zavislan K, Offley S, Nardia FB, Yaseen Z, Yen 

T, Zavislan JM, Maloney MD and Schwarz EM: Investigation of the peak action wavelength of light-activated gene 

transduction.  Gene Ther 18(11):1043-1051, 2011.

11．Sakagami H, Sheng H, Okudaira N, Yasui T, Wakabayashi H, Jia J, Natori T, Suguro-Kitajima M, Oizumi H and 

Oizumi T: Prominent anti-UV activity and possible cosmetic potential of lignin-carbohydrate complex. Review.  

In Vivo 30(4): 331-339, 2016.  

12．Nanbu T, Matsuta T, Sakagam H, Shimada J, Maki J and Makino T: Anti-UV activity of Lentinus edodes mycelia 

extract (LEM). In Vivo 25 (5): 733-740, 2011.

13．Nanbu T, Shimada J, Kobayashi M, Hirano K, Koh T, Machino M, Ohno H, Yamamoto M and Sakagami H. Anti-

UV activity of lignin-carbohydrate complex and related compounds. In Vivo 27 (1): 133-139, 2013.

14．Matsuta T, Sakagami H, Satoh K, Kanamoto T, Terakubo S, Nakashima H, Kitajima M, Oizumi H and Oizumi T: 

Biological activity of luteolin glycosides and tricin from Sasa senanensis Rehder. In Vivo 25 (5): 757-762, 2011.

15．Ueki J, Shimada A, Sakagami H and Wakabayashi H: Hormetic and UV-protective effects of azulene-related 

compounds. In Vivo 25 (1): 41-48, 2011.

16．Kantoh K, Ono M, Nakamura Y, Nakamura Y, Hashimoto K, Sakagami H and Wakabayashi H: Hormetic and anti-

radiation effects of tropolone-related compounds. In Vivo 24 (6): 843-851, 2010.

17．Sekine S, Shimodaira C, Uesawa Y, Kagaya H, Kanda Y, Ishihara M, Amano O, Sakagami H and Wakabayashi 

H: Quantitative structure-activity relationship analysis of cytotoxicity and anti-UV activity of 2-aminotropones. 

Anticancer Res 34 (4): 1743-1750, 2014.

18．Ueki J, Sakagami H and Wakabayashi H: Anti-UV activity of newly-synthesized water-soluble azulenes. In Vivo 

27 (1): 119-126, 2013.

19．Masuda Y, Ueda JY, Tamura M, Sakagami H, Tomomura M, Tomomura A and Shirataki Y: Diverse biological 

activity of Odontioda Marie Noel 'Velano' extracts. In Vivo 25 (3): 375-380, 2011.

20．Matsuta T, Sakagami H, Sugiura T, Kitajima M, Oizumi H and Oizumi T: Structural characterization of anti-UV 

components from Sasa senanensis Rehder extract. In Vivo 27 (1): 77-83, 2013.

21．Matsuta T, Sakagami H, Kitajima M, Oizumi H and Oizumi T: Anti-UV activity of alkaline extract of the leaves of 

Sasa senanensis Rehder. In Vivo 25 (5): 751-755, 2011.

22．Sakagami H, Ohkoshi E, Amano S, Satoh K, Kanamoto T, Terakubo S, Nakashima H, Sunaga K, Otsuki T, Ikeda 

参考文献



62   New Food Industry（New Food Indust.） 2017  Vol.59  No.1

クマザサ葉アルカリ抽出液（ササヘルス ®）の卓越した紫外線防護効果

H and Fukuda T: Efficient utilization of plant resources by alkaline extraction. Altern Integr Med ISSN:2327-

5162, 2013

23．Kato T, Horie N, Matsuta T, Umemura N, Shimoyama T, Kaneko T, Kanamoto T, Terakubo S, Nakashima H, 

Kusama K and Sakagami H: Anti-UV/HIV activity of Kampo medicines and constituent plant extracts. In Vivo 26 

(6): 1007-1013, 2012.

24．Kato T, Hino S, Horie N, Shimoyama T, Kaneko T, Kusama K and Sakagami H: Anti-UV activity of Kampo 

medicines and constituent plant extracts: re-evaluation with skin keratinocyte system. In Vivo 28 (4): 571-578, 

2014.

25．Sakagami H, Iwamoto S, Matsuta T, Satoh K, Shimada C, Kanamoto T, Terakubo S, Nakashima H, Morita Y, 

Ohkubo A, Tsuda T, Sunaga K, Kitajima M, Oizumi H and Oizumi T: Comparative study of biological activity of 

three commercial products of Sasa senanensis Rehder leaf extract. In Vivo 26 (2): 259-264, 2012.

26．Sakagami H, Fukuchi K, Kanamoto T, Terakubo S, Nakashima H, Natori T, Suguro-Kitajima M, Oizumi H, 

Yasui T, and Oizumi T: Synergism of alkaline extract of the leaves of Sasa senanensis Rehder and antiviral agents. 

In Vivo 30(4): 421-426, 2016.

27．福地邦彦，坂上　宏，安井利一，金本大成，寺久保繁美，中島秀喜，勝呂まどか，名取威德，大泉浩史，
大泉高明：ササヘルスの卓越した抗ウイルス活性，New Food Industry, 58 (12): 23-32, 2016 

28．Sakagami H, Sheng H, Ono K, Komine Y, Miyadai T, Terada Y, Nakada D, Tanaka S, Matsumoto M, Yasui T, 

Watanabe K, Junye J, Natori T, Suguro-Kitajima M, Oizumi H and Oizumi T: Anti-halitosis effect of toothpaste 

supplemented with alkaline extract of the leaves of Sasa senanensis Rehder. In Vivo 30(2):107-111, 2016.

29．Matsuta T, Sakagami H, Tanaka S, Machino M, Tomomura M, Tomomura A, Yasui T, Itoh K, Sugiura T, Kitajima 

M, Oizumi H and Oizumi T: Pilot clinical study of Sasa senanensis Rehder leaf extract treatment on lichenoid 

dysplasia. In Vivo 26 (6): 957-962, 2012. 

30．坂上　宏，新井友理，久野貴史，久保英範，染川正多，高野頌子，津島浩憲，三次義人，秋田紗世子，
健石雄，大越絵実加，田中庄二，松本勝，安井利一，伊藤一芳，牧純，渡邊康一，北嶋まどか，堀内
美咲，賈俊業，大泉浩史，大泉高明：ササヘルス配合歯磨剤の口腔環境改善効果：口臭と舌細菌数の
相関，New Food Industry 56(6): 27-35, 2014.

31．北嶋まどか，賈 俊業，名取 威德，大泉浩史，大泉高明，渡邊康一，安井利一，坂上　宏：対談，広が
るクマ笹の可能性―最新研究から見る未来の可能性―New Food Industry 57 (9): 73-86, 2015.


